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東京都に４度目の新型コロナウィルスに関する緊急事態宣言が出されるなど感染拡大が続くなか、命を

守りコロナ対策に集中せよという国民多数の切なる願いが、７月４日投票の東京都議会議員選挙でオリン

ピック開催の中止・延期を主張した立憲野党の前進で改めて示されたにもかかわらず、菅政権・小池都政

はオリンピック開催を強行しようとしています。一方、菅政権は、４月の日米首脳会談でアメリカの対中

国戦略に加担し、日米同盟強化、辺野古新基地建設推進や米軍への「思いやり予算」拡充を約束しました。

また、先の通常国会では、憲法改正発議に道を開く国民投票法改正案を強行しました。 

こうしたなか、損保９条の会は、サマー特別企画として「今、アジアでおきていることーアメリカ世界
戦略と日米軍事同盟」をテーマに講演会を計画しました。別紙のとおり、７月３１日（土）１４時から北
とぴあで開催します。コロナ禍対策から入場者を限定し、「YouTube視聴による講演会」を行います。次
の参加要領にもとづき、視聴を希望される方は７月２２日（木）までに事務局まで連絡をお願いします。 

 

「核兵器禁止条約署名」、大成九条の会に１４９人から５５０筆寄せられる！ 

 

２０２１年１月２２日に発効した核兵器禁止条約は、署名国が８６カ国・批准国が５４カ国になっていま

す。昨年１２月、国連総会はすべての加盟国の早期署名・批准を要請する決議を１３０ケ国の決議で採択し

ました。日本政府は、「核兵器保有国と非保有国の橋渡しをする」と繰り返し、署名・批准を拒み続けており、

核保有国の先棒担ぎを演じています。７月７日、原水爆禁止日本協議会（原水協）がマスコミに「日本政府

に署名・批准を求める意見広告」を掲載しました。※原水協のＨＰを参照下さい。 

第１回批准国会議が２０２２年１月１２～１４日までオーストリアのウイーンで開催される予定です。 

※未批准国のオブザーバー参加が認められています。 

日本原水爆被害者団体協議会（日本被団協）が１月２２日から開始した「日本政府に核兵器禁止条約の署

名・批准を求める署名」の取組みは日本国内の５８６自治体が意見書を決議しており、第１回批准国会議に

向け１１月までに署名第一次集約を行うこととしています。大成九条の会には１４９人から５５０筆が寄せ

られています。５月までの集約分は提出済です。損保９条の会全体で１,６１４筆が集約されています。 

 

第１８回 損保９条の会 を１０月２３日（土）午後に開催します。 

 

今年も、損保９条の会第１８回講演会を次のとおり開催します。皆様の参加をお待ちしています。 

 

損保９条の会サマー企画（ＹｏｕＴｕｂｅ視聴）を開催します 

 

日時 ： １０月２３日（土）午後           会場 ： 北とぴあ ペガサスホール 

講師 ： フォトジャーナリスト 安田菜津紀氏  ※詳細は別途ご案内します。 

【参加要領】 

① YouTube視聴希望の方は７月２２日（木）までに事務局泉まで視聴するメールアドレスをご連絡下さい。 

➁７月２７日（火）にアクセス用ＵＲＬまたはＱＲコードをアドレス宛に送信します。※参加費無料 

③ 当日の視聴が困難な方のために、次の損保９条の会ホームページへの掲載を検討しています。 

http://www.sompo9.org 

【泉賢二 連絡先】メールアドレス：humor_i＠pdx.ne.jp 携帯番号：０７０-５６０８-３０９８ 

 


